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臨床実習指導者講習会を受講した看護師の自律性の
変化（研究報告）













































































































































で大部分が女性であった。年齢は 26 歳から 51 歳で、平


















性別 男性 14 9.7
女性 130 90.3
職位 職位なし 114 79.2
職位あり 30 21
経験年数 5～10年 59 41
11～20年 79 54.9
21以上 6 4.2
勤続年数 5年以下 69 47.9
6-10年 50 34.7
11年以上 25 17.4
資格 看護師 118 81.9
看護師+資格 26 18
教育課程 3年以下 131 91.0
4年以上 13 9.0
研修参加の契機 受動的態度 111 77
能動的態度 33 23
指導年数 経験なし 68 47.2
経験あり 1-3年 63 43.7
4年以上 13 9.1
書籍の購読の程度b よく読む 66 45.8
読まない 76 52.8
役割モデルの有無b あり 103 71.5
なし 39 27.1

















































































くださいました、American  Association  of  Nurse 
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